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【必ずお読みください】ご注意  
当ガイドは利⽤するにあたり、多くのお問い合わせをいただく以下のお困りごとをサポート
するために作成しています

構成する時に必要な注意点の確認
LANケーブルで機器を直結または、設定済みのネットワークに接続した上での最低
限のセットアップから使⽤開始するまで

⼿順の詳細を確認する場合は、製品マニュアルをご参照ください

弊社製KVM製品やマニュアルは、予告なく仕様変更などが⾏われます。実機の設定や挙動が
⼿元のマニュアルと異なる場合は、弊社ホームページから最新バージョンの英語マニュアル
を⼊⼿してご確認ください

弊社の技術サポートの提供は最新版のファームウエアでのご利⽤が前提条件です。過去バー
ジョンで発⽣する不具合はサポート外のためご注意ください

過去バージョンの機器を使⽤している発⽣している問題・障害に対してはまず最新版へアッ
プグレードしてからご確認ください

過去のバージョンで発⽣している不具合に対しては、サポート外となります
同様に既存のKVMデバイスに対して増設する時も必ず、デバイスならびに各機器
をアップグレードしてください
使⽤するKVMデバイスが最新バージョン同⼠ではない組み合わせだと、認識・検
出されない、画⾯が表⽰できない、操作ができないなど予期しない不具合の原因と
なることがあります。そのため構築・増設する前には必ず使⽤するKVMデバイス
が最新バージョンに更新されているか確認してから、構築してください

仕様変更によって、最新のハードウエアでは過去バージョンのファームウエアに書き換えで
きない場合がございます

強制的にダウングレードした場合、機器の動作しなくなるおそれがございます。弊
社では同製品内の過去互換性についてはサポート外のため、ご理解いただきますよ
うお願い申し上げます

ご利⽤から3年以上経過した製品について、仕様変更に伴い最新のファームウエアはご利⽤
いただけない可能性がございます。保証期間を満了した旧バージョンのハードウェアに対
し、現⾏バージョン同等に使⽤するための技術サポートは提供できません。

保証期間が満了したハードウェアで相性問題などの不具合が発⽣した場合、使⽤し
ているバージョンに近いバージョンへアップグレードできるかお試しください。
(例・v1.1.102を使⽤していればv1.1.103に上げられるかお試しください)

その後、アップグレードできるバージョンまで更新し、不具合が解消で
きるかお試しください。

改善が⾒られなかった場合は、製品リプレースでの解決をご検討いただきますよう
お願い申し上げます。

当製品をスクエアタイプのVGAモニターと接続する場合は、解像度が1024x768以上に対応
しているモニターをご⽤意ください。800x600以下しか対応していない解像度のモニターを
ご利⽤した場合、メニュー画⾯の⼀部などが表⽰できないおそれがございます

製品のファームウエアは製造時点では最新バージョンにて製造されていますが、物流などの
都合によりさらに新しいバージョンが公開されていることがあります。ご利⽤の際は最新バ
ージョンにアップグレードしてご利⽤ください

本製品は、すべての接続機器、ネットワーク機器の動作を保証するものではありません。ご
使⽤の際には、事前に評価していただき、お客様の責任においてご利⽤頂きますようお願い
致します。最終システムに対しても本機器の機能が満⾜するかどうかを事前に評価などにて
ご確認頂きますようお願いします。
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要約  
構成の注意点や仕様について確認したい場合は、次項の「推奨事項」以降をご参照ください

セットアップ⽅法を確認したい場合は「セットアップのダイジェスト」以降をご参照くださ
い

セットアップ⽅法は推奨事項を読了した前提での内容となります
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推奨事項  
はじめに  

弊社製品に実装されている各インターフェイスに関しては規格に準拠した製品づくりをして
いますが、そのインターフェイスを持つすべてのデバイスの動作を保証するものではありま
せん。ご使⽤の際には、事前に評価していただき、お客様の責任においてご利⽤頂きますよ
うお願い致します。

各製品マニュアルに記載されている動作対象OSでの基本的な動作確認を実施しております
が、各ビルドおよびバージョンと、それらにて提供されるドライバーの完全な動作を保証す
るものではありません。⼜お客様のご使⽤になるソフトウェアとの相性および完全な動作を
保証するものではありません。事前に評価していただきますようお願いします。

最終システムに対して本機器の機能が満⾜するかどうかを事前に評価などにてご確認頂きま
すようお願いします。

検証前の段階で、弊社営業でも構成相談を承ります。詳細につきましては、弊社お問い合わ
せフォームをご利⽤の上、弊社営業までお気軽にお問い合わせください。
https://atenjapan.satori.site/contactus

営業までご相談をいただく場合に具体的な構成図などをご提⽰いただくことで、より早い構
成提案なども可能になります。
お急ぎの場合は、弊社営業窓⼝ 03-5615-5810 までご連絡ください。

※受付時間︓午前9時〜午後6時(⼟・⽇・祝⽇・お盆・正⽉期間を除く)
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障害発⽣時・故障に備えて  
メーカー保証(3年)はセンドバック保守となります

修理の受付には製品のシリアル番号が必須となります。本体底⾯、シール部分のバ
ーコード下にある英数字がシリアル番号となります

お問い合わせ時にシリアル番号を提⽰いただくことで保証期間内の判定と、有償オ
プションに加⼊しているか照合します
本体底⾯に養⽣シートなどが貼られて⾒えない、シールをはがされている、汚損な
どによってシリアル番号が分からず提⽰いただけないなどの場合は、有償での修理
対応となります
保証期間内は無償修理となりますが、修理品の送料につきましては相互元払いとな
ります

障害の切り分けや早期対応(代替機の先出しを希望)が必要なお客様向けに、弊社では製品購
⼊時のみにご契約いただける有償オプションプラン「先出保守センドバックサービス」を提
供しております

ご契約いただいていないお客様へは恐れ⼊りますが、貸し出しは提供できないた
め、お客様にて予備機・代替機を調達していただきますようお願いいたします
購⼊期間が過ぎてからのスポット契約や、期間満了後からの再契約はできませんの
で、ご注意ください。

併せて、最⼤5年までの保証期間の延⻑プランもございます

詳細は下記ページをご参照ください
https://www.aten.com/jp/ja/supportcenter/product-warranty-s/

ご加⼊内容によって保守サービスの価格が変わるため、詳細については弊社営業までお問い
合わせください

ご契約を頂いた製品の保守は発⽣時、弊社技術サポート(03-5615-5811)または弊社
技術サポートサイト「esupport」へお問い合わせください。電話応対による障害
かを切り分けて、保守対象機器が故障と判断された場合には、交換部材（⼜は代替
機）を先に指定頂いたお送り先へ発送するサービスとなります。故障した部品(機
器)はお客様による交換作業実施後、弊社に発送していただきます。
誠に恐れ⼊りますが弊社では、弊社によるオンサイトの保守交換サービスは提供し
ていないため、ご対応が出来かねることをご容赦頂きますようお願い申し上げます
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⽤語  
当マニュアル内での表現  

そして、以下の製品はまとめて「KEシリーズ」、「KEデバイス」または「KVMデバイス」
と表現します(2020年12⽉現在)

同型番のトランスミッターとレシーバーの組み合わせを指すときは型番末尾の「T」または
「R」を外します

例 : KE8950TとKE8950Rのセット →「KE8950」

KE6900AT / KE6900AR (DVI-I / KE6900の後継機種)
KE6900AiT (DVI-I / KE6900A + PCからのリモートアクセス対応機能版)
KE6900ST ( DVI-D KE6900の機能限定版)
KE6900T / KE6900R (DVI-I / 初代モデル)
KE6910T / KE6910R (デュアルリンクDVI-D)
KE6912T / KE6912R (デュアルリンクDVI-D + PoE対応)
KE6920T / KE6920R (デュアルリンクDVI-D + SFPポート2つ)
KE6922T / KE6922R (デュアルリンクDVI-D + SFPポート2つ + PoE対応)
KE6940AT / KE6940AR (DVI-I / KE6940の後継機種)
KE6940T / KE6940R (DVI-I / 2画⾯対応 初代モデル)
KE6940AiT (DVI-I / KE6940A + PCからのリモートアクセス対応機能版)
KE8900ST / KE8900SR  (1080p60Hz HDMI / KE8950の機能限定版)
KE8950T / KE8950R (4K30p HDMI + SFPポート1つ)
KE8952T / KE8952R (4K30p HDMI + SFPポート1つ + PoE対応)
KE9950T / KE9950R (4K30p DisplayPort + SFPポート1つ)
KE9952T / KE9952R (4K30p DisplayPort + SFPポート1つ + PoE対応)

 

KEシリーズに接続するVGA/HDMIモニター、キーボード、マウス(弊社製ドロワーを含む)は
「コンソールデバイス」と表現します

KEシリーズに接続するPCやサーバー、ワークステーションを「ターゲット」と表現します
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製品概要  
「KE6900」などKEシリーズはネットワーク(TCP/IP・IPv4・multicast)を利⽤して映像とキ
ーボード・マウス、そしてUSB信号を伝送できる製品です。さらに別途管理⽤サーバーと管
理⽤ソフトウェア「CCKM」を⽤意することで、マトリックス構成のKVMスイッチとしてそ
のまま拡張できる製品です

KEデバイスは、弊社製KVMスイッチなどを組み合わせず、単体で拡張/使⽤するこ
とを前提に設計された製品となります

KEシリーズはこれまでのKVM overIP製品と⽐較し、ネットワークに⾼い負荷と引き換えに
⾼いパフォーマンスを追求した製品となります。直結ではなく、ネットワークスイッチを使
⽤する場合、家庭⽤や⼩規模オフィス向けのスイッチングハブでは仕様を満たせず、使⽤す
るとネットワーク障害の原因となります。構築にはL3スイッチまたはフルマネージドL2スイ
ッチを使⽤し、設計・設定する⽅にもネットワークに関しての知⾒や構築知識が必要となる
製品です

動作実績のあるネットワークスイッチを⽤意されても、初期状態ではKEシリーズは正しく動
作出来ない製品となります。

ネットワークの構築⽅法については、別冊⼦「KEシリーズネットワーク設計構築
ガイド」をご参照ください

弊社ATENジャパンでは、ネットワーク設計、各スイッチの設定や、コンフィグデータの提
供、障害時の保守調査(システムインテグレーション)サービスは⾏っていないため、ネット
ワーク機器の設定不備によって発⽣する障害や不具合に対しては対応できかねることにご理
解いただきますようお願い申し上げます。

製品と共にネットワーク設計などのサービスを希望されるお客様は、弊社販売代理店様やネ
ットワークインテグレーター様へご相談頂きますようお願い申し上げます

ネットワークスイッチ1台のみ使⽤する場合であれば、弊社製設定済みのネットワ
ークスイッチ「ES0152」または「ES0152P」の利⽤を推奨します

KEシリーズ本体のセットアップ⽅法の詳細は製品マニュアルのほか、CCKMを使ったマトリ
ックスKVMを構築する場合は別冊⼦「CCKMセットアップガイド」をご参照ください

KEシリーズに搭載されている各種インターフェイスに関して、そのインターフェイスに対応
したすべての周辺機器やモニター、PC、サーバー、ネットワークスイッチなどの機器の動作
を保証するものではありません。各機器を導⼊される際には、事前に評価していただき、お
客様の責任においてご利⽤頂きますようお願い致します。

複数メーカーでのスイッチを使⽤した基本動作確認を実施しておりますが、いかなる構成に
対しても相性および完全な動作を保証するものではありません。事前に評価していただきま
すようお願いします。最終システムに対して本機器の機能が満⾜するかどうかも同様に事前
に評価いただきますようお願いします。
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KEシリーズでできること  
ネットワークスイッチをはさんだ操作コンソールの延⻑

これまでのKVMエクステンダーは独⾃通信技術のため、ネットワーク機器との組
み合わせはできませんでしたが、TCP/IP規格に準拠したためLANケーブル直結なら
最⻑100m、ネットワークスイッチを1台使った場合、最⻑で200mまで
3840x2160@30Hzの映像を延⻑できます(KE8950の場合)

100mの場合

200mの場合

ファイバーケーブルによる伝送(対応モデル利⽤時)

200m以上の距離を敷設する場合もKE8950などファイバーケーブル対応モデルを
使⽤することで、最⼤10kmまでの伝送に対応できます(SMFケーブル使⽤時)。
OM3以上の2⼼のMMFケーブルをすでに敷設している場合は最⻑300mでそのまま
KEデバイスへの流⽤も可能なケースがございます

USBデバイス(タッチパネル)の延⻑での利⽤

これまでのKVMエクステンダーでは出来なかったUSBデバイスの対応機種が増
え、タッチパネルやプリンター、USBメモリなど延⻑先から接続できるデバイスの
種類が増えました。そのため、今まででは出来なかった構成や、複数の延⻑期を1
つにまとめるという使い⽅もできるようになりました

複数利⽤時に将来的なマトリックスKVM / マルチキャスト配信環境への転⽤

エクステンダーを複数利⽤し、接続を切り替える場合はこれまでKVMスイッチを
⽤意する⽅法がほとんどでした。KEデバイスでは、専⽤サーバーと管理⽤ソフト
ウェア「CCKM」を増設することで、マトリックスKVMスイッチにアップグレード
できます。
1台のトランスミッターを複数のレシーバーへマルチキャスト配信といった利⽤も
可能になります

これまでのエクステンダーと同じ操作感覚での利⽤

既存のIPエンコーダー/デコーダーやリモートデスクトップとは異なり、PCとモニ
ターを直結したような⾼精細な映像を遅延なく伝送できます(参考: KE6900Tと
KE6900Rを直結した場合、トランスミッターとレシーバー間の表⽰遅延は約
50msecとなります)
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使⽤⽅法  

エクステンダーモード  

トランスミッターとレシーバーを1台ずつ接続した使い⽅です
トランスミッターとレシーバーの間にネットワーク機器を使⽤する場合は、別冊⼦「KEシリ
ーズネットワーク設計構築ガイド」をご参照ください。

 

マトリックスモード  

複数のトランスミッターとレシーバーを接続した使い⽅で、これまで弊社製マトリックス
KVMスイッチと同様の構成でご利⽤いただけます
基本的な接続⽅法はエクステンダーモードと同じですが、管理⽤のサーバーとソフトウェア
「CCKM」が必須となります。
構築⽅法は別冊⼦「CCKMセットアップガイド」をご参照ください
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KEシリーズでできないこと、避けるべきこと  
⼀般回線を使⽤した延⻑

KEデバイスは最⼤で700〜900Mbpsのデータ通信を要求し、⼀般回線で使⽤する
とネットワークのゆらぎ(各ISP間のルーティング変更)によって映像や通信が断続
的に途切れる原因となります。都市間の延⻑を要件とする場合は、帯域保証型の回
線をご⽤意の上、VPNを経由してもスループットのパフォーマンスが確保されてい
る環境で設計されることを推奨します

別セグメント間での接続(ルーター超えの接続)

機器としてはデフォルトゲートウェイの設定がありますが、⼤量のデータをアドレ
ス変換するL3スイッチがボトルネックとなり、コマ落ちや通信断、遅延の原因と
なります。同セグメント内に設置されることを推奨します

既存のOAネットワークに組み込んでの使⽤

KEシリーズは、ネットワークスイッチのパフォーマンスに⼤きく依存する製品で
す。また、マルチキャストデータをネットワークに配信するため、機器によっては
OA機器の誤動作やネットワーク障害を起こす原因となります。KEデバイスのみ接
続するネットワークを専⽤に⽤意して構築することを強く推奨します

4:3型と16:9型モニターを混在させての使⽤

同じアスペクト⽐のモニターで利⽤することを推奨します。共通して利⽤できる解
像度の制限が増えるため、映像を表⽰できなくなるおそれがあります
できる限り同⼀モデルの液晶モニターを使⽤することを推奨します。使⽤するモニ
ターやプロジェクターなど接続する機器の種類は多くなるほど後述のEDIDモード
のすべてを使⽤しても、映像を表⽰させなくするリスクが増えます。

違うKEデバイスの型番を組み合わせての利⽤

同シリーズ基本的な互換性はございますが、組み合わせによっては、特定の機種の
みに搭載されている独⾃機能を使えなくなります。同⼀型番に統⼀しての利⽤を推
奨します

⾊に対しての厳格な判断を求められる業務(カラーグレーディング作業)での利⽤

⼀般的なPC操作の場⾯では知覚できるほど画質劣化はございませんが、映像は可
逆圧縮ではない形式で伝送するため、映像ソースの伝送を必須とする配信やポスト
プロダクション環境にてモニター⽤途の使⽤は推奨しません。⼀定の画質劣化に対
しての許容がある環境や、画質に依存しない編集の進捗確認などの⽤途でご利⽤を
推奨します

以下製品との組み合わせは⾮対応です

他社製のIPエンコーダー、デコーダー
弊社製CN8000A、KNシリーズなどのKVM Over IP製品
弊社製KVM統合システムソフトウェア「CC2000」
弊社製KVMセッションレコーダー「CCVSR」
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ハードウェア要件  
ターゲット側  

サポート対象OSの範囲  

WindowsやWindows serverはMicrosoft社がサポート(メインストリームサポート期間内)し
ている期間までとなります。

2020年12年現在、対象となるのは「WindowsServer2016」、
「WindowsServer2019」、「Windows 10 Pro(1909)※」などです

※ エディションによって対象期間が異なるため、詳細はMicrosoft社のサ
ポートページにてご確認ください

Apple製macOSは、サポート終了⽇を明記していないため⽬安となりますが、最新OSへアッ
プデートが可能な現在から4年前までに製造されたデバイスまでとなります。

Linuxは各ディストリビューションのELSに準拠します

USBドライバーなどOSに起因する不具合の場合は、ベンダーサポートへの問い合
わせまたはコミュニティにて解決を図ってください。
弊社では各ディストリビューション専⽤ドライバーの提供などは⾏いません。

 

サポート外となるハードウェアや機能  

以下のPCは規格に準拠していない、規格にない独⾃機能や仕様のために弊社製品で利⽤でき
ない、または利⽤できても⼤きな制限の発⽣する可能性が⾼い機種となります。これらに対
してサポート外となります。

 

windows XP以前のOSが搭載されたPC

VESA規格によるDDC通信⾮対応/EDIDを使⽤した解像度のマッチングが
できず、映像を映せない可能性がとても⾼いため

コンポジット(CVBS/NTSC/PAL/SECAM)/コンポーネント映像信号/RGB21ピンの映像機

器

KE6900T/KE6900ATなどのアナログ対応機器は、VGA規格のアナログ
RGB信号のみに対応しています。BNC変換アダプターを使⽤して接続し
ても信号に対応していないため、利⽤できません

NEC製 PC98x1シリーズ(互換機含む)

VESA規格によるDDC通信⾮対応、キーボード/マウスには互換性があり
ません。

組み込み専用機器

特定⽤途向けに開発されたWindows EmbeddedやWindows CE、
Raspbianなど組み込み⽤Linux OSが搭載されたPCなどを指します

Windows標準ドライバーが意図的に削除されていることから解
決できなかった報告がございます

各社PLC (Programmable logic controller/シーケンサー)またはPLC用タッチパ

ネルの映像出力ユニット

VESA規格によるDDC通信⾮対応、EDIDによる解像度のマッチングがで
きず、映像を映せない可能性がとても⾼いため
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PC独自機能

PCシャットダウン時に[Pause]+[P]キーや[Space]キーを押すとPCが起動
する機能など

ハードウェアベンダーが独⾃に搭載したUSB規格にない機能の
ため、利⽤できない、予期しない不具合のおそれがあります。

スマートフォン⽤⾼速充電ポートへの接続

USB規格にない独⾃データ通信により、PC再起動時にキーボー
ドを操作できなくなるケースが報告されています。

キーボード/マウスが直結前提で設計されているPC、ワークステーション

KEデバイスは、論理上USBハブ経由でキーボード/マウスが接続される構
成となります。そのため、それぞれ直結で動作することを前提に設計さ
れている機器では操作できない、特定の操作で動作停⽌など不具合が発
⽣することを確認しています。

仕様上、解決できない不具合として確認されている機器として
は、Lenovo製ThinkCentreの⼀部モデル、EVS社製のサーバー
の⼀部モデルなどで確認しています。

 



PC側の仕様について(USB)  
PCのUSBポートは、USB2.0ポートまたは、USB3.0(USB3.1 Gen1、USB3.2 Gen1)のTypeA
ポートに接続してください

電⼒供給仕様からPCの背⾯にあるUSBポート(マザーボードへの直結)に直結することを推奨
します。

USBポートにUSBデバイスを複数接続している場合、電圧降下や電⼒超過によってUSBポー
トが使⽤不可になることがございます。セルフパワー型のUSBハブ経由で接続するなどで電
圧降下に対策してください

Windowsの場合、デバイスマネージャーのUSBハブのプロパティから、使⽤して
いる電⼒を確認できます。

PCベンダーの独⾃規格の機能(キーボードやマウス操作によるPC起動機能)や、⾼速充電機能
が搭載されているTypeAポートには接続しないでください。誤動作の原因となります。

適切なUSBチップセットドライバーがOS公式の最新版をインストールされているかご確認く
ださい。事例 : Windows 10にて対応していないPCに、強制的にWindows 7⽤のドライバー
を使⽤したため安定動作しなかった報告がございます。この場合はサポート外となります。

PCの操作ができない、以下の操作で切り分けできます

BIOS/UEFIで操作できるが、OSのログイン画⾯で利⽤できない : OSのUSBチップ
セットドライバーによって不具合が発⽣している可能性
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BIOS/UEFIで操作できない : BIOS/UEFIのバージョンや設定によって不具合が発⽣
している可能性

HP製PCなどでは、BIOSバージョンが古いためにUSB接続が安定しない
という報告を多くいただいております。BIOS/UEFIを最新バージョンへ
アップグレードして解決できるかお試しください

PCのPS/2コネクターに接続しても利⽤できません

弊社では変換デバイスの取り扱いがございませんため、PCのUSBコネクターで接
続してご利⽤ください

トランスミッターとPC間のUSB接続は、市販のUSB2.0準拠の「TypeAオス-TypeBオス」ケ
ーブルが、緊急時の代替えケーブルとしてご利⽤いただけます。その場合最⻑5mまで(USB
規格準拠)となり、USB延⻑器などによる伝送は利⽤できません。

 



USB接続時の設定  

PC側の省エネ機能はすべて無効にしてご利⽤ください

とくにWindowsの初期設定となる「セレクティブサスペンド」は無効にしてご利
⽤ください

不具合があった場合は「シャットダウン」ではなく「再起動」で復旧を試みてください

PCの仕様によっては、Windows 8、ならびに10以降の環境で⼀度シャットダウン
すると、USBデバイスを再認識できなくなる不具合があることを確認しています。
理由として、OS側の仕様でwindows 8以降からシャットダウンはスリープと同等
の機能となったため、再起動でのみ完全シャットダウンからの再起動が可能になり
ます

Windowsの仕様上の不具合としてUSBデバイスがスリープからの復帰が
できないという報告を多くいただいております。
PCの仕様によっては設定などの回避ができず、弊社製品でもこの不具合
に対しての解決⽅法がないため、ご留意ください

PCが起動時のセキュリティについて

UEFIのセキュリティ要件にて、特定のキーボード以外の⼊⼒デバイスやPCにUSB
ハブが接続していると起動ができない、起動に数分かかるケースがあります。この
場合はセキュアブートを無効にするほか、以下の⽅法で解決を試みてください

 

(参考情報) 再起動時にUSBキーボード/マウスだけが認識でない場合は、以下の⽅法による
解決ができたという報告があるため、ご参考に頂ければと思います。

UEFIのFastboot機能を無効にする

セキュアブートを無効にしてみる

CSM(Compatibility Support module旧BIOS互換設定: 互換性サポートモジュール)
を無効にしてみる

セキュアブートとCSMが共に有効になっている場合はCSMのみ無効にする

CSMを有効にしないとPCが起動できない場合は、セキュアブートとFastbootを無
効にする

USB Legacy devices supportを有効にする

PCが過去バージョンのOSからWindows 10へアップデートしている場合は、クリ
ーンインストールして動作確認する

PCがWindows 10に対応した正式なUSBチップセットドライバーを使⽤しているか
確認する

Windows 10の⾼速スタートアップ機能を無効にする

⾼速スタートアップはWindows 10の「電源オプション>電源ボタンの動
作を選択する>現在利⽤可能ではない設定を変更します>シャットダウン
設定」から⾏う
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コンソール側の対応要件  

対応するキーボードとマウス  

すべての機器の動作を保証していないため、ご注意ください

KEシリーズで対応するキーボードとマウスは、USB1.1のHIDデバイスとして準拠しているこ
とが前提となります

USB2.0デバイスとして駆動するものや、Windowsなどで専⽤デバイス名にて認識
されるモデルや、専⽤ドライバーを必須とするものはご利⽤いただけない可能性が
とても⾼くなります。

例として、USBハブ付きキーボード、タッチパッド付⼀体型キーボード
などはご利⽤いただけません
またnキーロールオーバー(nkro)も複数デバイスが内蔵されたり、独⾃デ
バイスとして検出されたりする場合はご利⽤いただけません

またUSB1.1⽤デバイスであっても⾼ポーリングレートで動作に対応するマウスで
はご利⽤いただけない可能性があります。

⽇本市場ではもっとも安定した互換性のある製品としてHPEやDellなどで販売され
ている「純正標準有線キーボード」または「純正標準有線マウス」が動作確認済の
機種となります。

周辺機器メーカー様から販売されている⽇本市場向けのキーボードとマ
ウスでは動作できない報告をいただいております。

ワイヤレスキーボード/マウスについて

ワイヤレスデバイスについては、動作を前提に設計されていません。理由として、
各メーカーの独⾃規格となり、USB1.1で動作するデバイスではないことが多いた
めとなります。
Logicool製unifying対応デバイスは、PCからドングルを認識した時にUSB1.1のデ
バイスとして認識できることから、利⽤できたと報告をいただいております。しか
しキーボードとマウスそれぞれにデバイス1台だけをペアリングしたドングルが必
要なこと、不具合が発⽣してもサポート外となりますことをご留意ください。

弊社製コンソールドロワーで、DVIまたはHDMI⼊⼒+USB対応製品は組み合わせ利⽤のサポ
ート対象内となります。具体的にはCL3800NX、CL6700MWなどが対応機種となります。

KVM機能付きのドロワー製品は対象外となります。具体的にはKE8950RにKA7168
とKL1516Aを接続するような組み合わせです。

理由として、USBの信号変換が多重になることと、KEデバイスやKVMド
ロワーのメニュー画⾯呼び出しの機能が重複して利⽤できなくなるため
です。
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バーチャルメディア / ジェネリックUSB機能  
KEシリーズでは、汎⽤USBのデバイスに合わせて、2つのモードがあります。
データ転送を優先する「バーチャルメディア」モードと、より幅広いデバイスとの互換性を
優先した「ジェネリックUSB」モードです
接続するデバイスに応じて、設定を変更してご利⽤ください

 

バーチャルメディア  

画質の転送レートを制限してUSB接続のデータ転送を優先するモードです。
⽤途としてOSのインストールや⼤量のデータをコピーする⽤途への機能となります
映像データよりもUSBデータ転送を優先するため、画⾯データの表⽰内容やネットワークの
利⽤状況によっては画⾯表⽰の遅延、コマ落ちなど発⽣することがございます。
ジェネリックUSBモードでは、データ転送が間に合わない場合、バーチャルメディアにて動
作するデバイスもございます

 

ジェネリックUSB  

基本的なUSBデバイスクラスの制限は⾏わないモードです。
タッチパネルや特殊キー付き専⽤キーボードを接続するような使い⽅はこちらを選択してご
利⽤ください。
デバイスによっては転送速度を求められるためにエラーが発⽣する場合は、バーチャルメデ
ィアを設定して改善されるかお試しください

 

使えるUSBデバイスと使えないUSBデバイス  

これらは以下のコネクターに接続して利⽤できる/できないデバイスです
KEデバイスのキーボード・マウス専⽤ポートに接続してもご利⽤いただけません

 

使えるUSBデバイス  

バルク転送に対応しているデバイス

具体的にはUSBメモリ、外付けHDD、光学ドライブなどです。
タッチパネル(Windows標準ドライバーで動作するものに限る)

ベンダー提供の専⽤ドライバーを必要とするタッチパネルではご利⽤いただけない
ケースがございます

 

使えないUSBデバイス  

リアルタイムでのデータを送信する必要があるデバイス。具体的にはアイソクロナス転送の
デバイス(webカメラ、UVCデバイス、USBビデオキャプチャー、USBスピーカー、オーディ
オインターフェイスなど)が⾮対応となります。

アナログオーディオを利⽤する場合は、KEデバイスのオーディオジャックに機器を接続して
ご利⽤ください
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コンポジット(複合)デバイスによってはご利⽤いただけないケースがございます

具体的には複合型プリンターなどでは動作ができなかったという報告をいただいて
おります。

 



型番 USBモード 最⼤接続台数※1

KE6900ST / KE8900ST / KE9900ST ジェネリックUSB 接続不可

KE6900ST / KE8900ST / KE9900ST バーチャルメディア 12台

KE6900T / KE6940T ジェネリックUSB 2台

KE6900T / KE6940T バーチャルメディア 12台

KE8950T / KE8952T ジェネリックUSB 5台

KE8950T / KE8952T バーチャルメディア 12台

KE9950T / KE9952T ジェネリックUSB 5台

KE9950T / KE9952T バーチャルメディア 12台

KE6900AT / KE6940AT ジェネリックUSB 5台

KE6900AT / KE6940AT バーチャルメディア 12台

KE6900AiT / KE6900AiT ジェネリックUSB 5台

KE6900AiT / KE6900AiT バーチャルメディア 12台

KE6910T / KE6912T ジェネリックUSB 5台

KE6910T / KE6912T バーチャルメディア 12台

KE6920T / KE6922T ジェネリックUSB 5台

KE6920T / KE6922T バーチャルメディア 12台

USB機器の最⼤接続台数  

トランスミッターによって接続できるデバイスの台数は変動します。

※1 これらの数字は物理的なデバイスの台数ではなく、PC接続時に認識されるデバイスの
台数となります。

例 : プリンター複合機を1台接続しても、スキャン、プリンターなどの機能ごとに
デバイスとして認識されることがあります。他にも複数のUSBデバイスとしてカウ
ントされるマクロ機能付きマウスや、USBハブ付きキーボードも同様に複数台のデ
バイスがカウントされます。

※1 レシーバーのコンソールポートに接続するUSBキーボードとUSBマウスはこの数に含
みません。

※1 USBハブは1台のデバイスとしてカウントされます。ポート数の多いUSBハブを使⽤す
るとデバイス数を減らせますがUSB規格の給電能⼒が不⾜するため、その場合はセルフパワ
ー型のUSBハブで接続することを推奨します

KE6900STは、ジェネリックUSBモードは使⽤できないため、タッチパネルなどのデバイス
と組み合わせて利⽤できません

5台以上のUSBデバイスを接続したい場合、KEシリーズのトランスミッターではバーチャル
メディアモードを選択すると1台あたりキーボードマウスを含めて最⼤で12台までのUSBデ
バイスを利⽤できるようになります。しかし、USBのデータ転送を最⼤限に優先する機能と
なるため、操作追従性(画⾯遅延やコマ落ち)のパフォーマンスが低下しますので、ご注意く
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ださい。

(参考) マトリックスモードでの利⽤時の注意点 : マトリックスモードでは複数のレシーバー
が1台のトランスミッターに接続できますが、利⽤できるUSBデバイスは上記の合計台数と
なります。

たとえば、KE6900T(ジェネリックUSBを選択)1台に対し10台のKE6900Rが同時に
接続している場合、レシーバーで利⽤できるUSBデバイスは合計で2つまでです。

 



ネットワークケーブル  
PoEの対応規格  

PoE対応KEデバイスはすべて、IEEE802.3at(PoE+)に準拠し、PD class4として認識されま
す。

監視カメラ市場向けの⼀部製品では「PoE対応」と謳うもののIEEE802.3at(PoE+)
には準拠しない、特定製品向けのネットワークスイッチもございます。
IEEE802.3atに準拠していない製品に対してKEデバイスは組み合わせてご利⽤いた
だけません

複数台使⽤する場合はより安定した電源供給が可能な、IEEE802.3at(PoE+)に対応したフル
マネージドL2 / L3スイッチのご利⽤を推奨します

PoE規格では対応ケーブルにCat3またはCat5以上を推奨されていますが、KEシリーズでは⼤
量のデータを転送するため、Cat6以上のケーブルをご利⽤ください

弊社販売PoE+対応フルマネージドネットワークスイッチ「ES0152P」はPoE対応のKEデバイ
スと組み合わせてご利⽤いただけます。

PoE機能を使⽤している状態(起動中)では、LANケーブルを挿抜しないでください。

LANケーブルは電気⼯事⼠の資格がなくても作成できることから、施⼯不良によっ
て瑕疵があるケーブルを使⽤することで、ケーブルによっては瞬間的な接触不良で
⽕花が発⽣するなど、漏電や⽕災、⼈体への感電などの重⼤な事故の原因となるお
それがあります。規格⽔準を満たすだけではなく、漏電ブレーカーの設置など、よ
り安全を強化した配線を計画することを推奨します。

PoE機能はスイッチ側で発熱するため、多くのKEデバイスを使⽤する場合は排熱対策として
以下のように間隔をあけてネットワークスイッチにケーブルを接続する⽅法を推奨します。
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LANケーブルの選定  
KEデバイスはギガビットイーサネットでの伝送を想定しているので、必ずCAT6以上のネッ
トワークケーブルをお使いください

CAT6aケーブルもご使⽤いただけます
敷設する環境によって外部ノイズによるスループットの低下が発⽣する場合は、STPケーブ
ルならびに各機器をアースへ接続することで安定した動作に改善されることがございます

機器にアース接続ならびに接地処理しない状態でSTPケーブルを使⽤した場合、外
部ノイズを誘引する原因となります

CAT6以上のケーブルで仕様上、最⼤100mの伝送が可能ですが、ケーブルの性能、コネクタ
ー加⼯の品質、使⽤環境(設置場所の温度や敷設場所付近にインバーターなどのノイズ発⽣源
があるか)などによって実際の伝送可能距離は減衰します。必ずケーブルメーカーの公表値を
ご確認の上、敷設される環境に適切なケーブルかご確認ください

ホコリの多い場所での作業、メンテナンスされていない加⼯⼯具の使⽤など、さまざまな原
因によってコネクタ処理の精度が悪いとケーブルの伝送距離が減衰します。結果として不定
期に画⾯が表⽰しない、機器の反応が遅い、通信が不安定などの要因となります。そのため
設置現場にて加⼯する場合にご注意ください。⻑尺ケーブルを敷設する場合は、LANケーブ
ルアナライザーを⽤いてTIA/EIA-568-Bなど規格内の信号強度に準拠しているか確認すること
を推奨します

ケーブルの⼼線が単線のものを使⽤することを推奨します。単線は、より線と⽐べて⻑距離
伝送時の伝送性能に優れています。より線は、単線と⽐べて柔らかくて曲げ半径が⼩さく取
り回ししやすいものの、⻑距離の敷設や外部からのノイズに弱い側⾯がございます

すべての頑丈なCAT6ケーブルがいかなる環境でも100mで安定して1Gbps伝送可能であるこ
ととは限らないのにご注意ください。ケーブルによりますが、とくに気温が40度かそれ以上
場所に敷設する場合は、インピーダンスの変動により、最⻑で90mもしくはそれ以下の伝送
能⼒しか発揮できません。70m以上のケーブルで安定した性能を確保したい場合は光ファイ
バケーブルの敷設をご検討ください。

KE8952T/KE9952TなどPoE対応製品を使⽤する場合は、電⼒供給に伴い温度上昇
が発⽣するため、最⼤70m程度までの伝送を想定した設計を推奨します

敷設するケーブルは同⼀型番の利⽤を推奨します。複数メーカー製ケーブルを組み合わせて
結束した時に、スペック公称値よりもさらに⼤きい信号減衰の原因であることが報告されて
います。とくにCat5eなど下位グレードのケーブルを混在させた時にはより⼤きな信号減衰
の原因となります。

 

注意・CAT7ケーブルについて  

KEデバイスはTeraまたはGG45形式のコネクターの接続に対応していません。RJ-45形式のみ
対応となります
市場で販売されているCAT7ケーブルを使⽤することで⼀定のノイズ⼲渉の低減は望める可
能性があります。しかし、その多くは「CAT7ケーブル+RJ-45コネクター」にて加⼯された
ケーブルであり、EIAのCAT7規格に準拠していないのでご注意ください。それらのケーブル
を使⽤した場合はCAT6未満のパフォーマンス程度という報告も確認されており、不安要因
となります。
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ファイバーケーブルの選定  
SFPモジュール対応KEデバイスは弊社販売「2A-136G(マルチモード⽤)」または「2A-
137G(シングルモード⽤)」と組み合わせてご利⽤ください

他社製販売のSFPモジュールの利⽤による不具合はサポート外となります

 

2A-136G(マルチモード)の要求仕様  

対応波⻑ : 850nm

コネクタ形状 : 2⼼LC

コア径50/125μm MMF OM3使⽤時 : ※500m以下の伝送を推奨

OM3以上のファイバーケーブルをご利⽤ください
※VCSELレーザー光源にて動作するため、500m以下での敷設が推奨されていま
す。

 

2A-137G(シングルモード)の要求仕様  

対応波⻑ : 1310nm
コネクタ形状 : 2⼼LC
コア径9/125μm SMF使⽤時 : 最⼤10Kmまでの伝送に対応

 

動作確認済シングルファイバーケーブル  

弊社では動作確認済のSMFケーブルでJMACS製「2L-NDLCシリーズ」を販売しています。

ケーブル⻑によって型番が変動するため、詳細については弊社営業までお問い合わ
せください

 

冗⻑構成の優先順位  
「LANケーブル+ファイバーケーブル」の冗⻑構成では、

1. LANケーブル
2. ファイバーケーブル

での接続を優先します。この優先順位は変更できません。

冗⻑構成にて、インターフェイスごとのIPアドレスは付与できません
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映像について  
映像圧縮について  

KEシリーズの映像伝送にはMotion JPEG(静⽌画)+Wavelet(動画)による圧縮をおこなってい
ます

静⽌画と動きがある映像を⾃動的に検出し、圧縮⽅法を切り替えて快適な画⾯追従
性と画質のバランスを重視した製品となります

圧縮⽅法を固定する場合は、レシーバー本体フロントパネルの操作で可
能になります。

初期設定は「Graphics」でMotion JPEG(静⽌画)がメインとな
ります
動きの⼤きい映像を表⽰する機会がある場合は「Video」で
Wavelet(動画)に固定すると、映像が動き出した時などの映像の
コマ落ちを抑⽌できます。

またストリーミングによる映像伝送のため、パフォーマンスが不⾜する場合は画⾯のパケッ
トドロップによるコマ落ちや、瞬間的な横⽅向のノイズ表⽰などの原因となります。
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DVI/HDMIケーブルの⻑さについて  
DVIならびにHDMI規格では、現時点で明確な規格として最⼤距離は明記されていません。理
由として規格に信号の強度が明記されており、その強度に準拠すれば仕様を満たすとの判断
となるためです。

そのため「ケーブルの品質」と「ハードウェアの信号出⼒強度」に依存することから、あら
ゆるケーブルでも保証できないことから記載できないケースが多くあります。

各コミュニティでは独⾃の⾒解や、英語版Wikipediaなどでは5mなど⽬安として記載がされ
ているものが確認されていますが、規格に基づく数値ではないためご注意ください。

DVI/HDMIはSDI規格のような⽚⽅向へのデータ転送ではなく、相互通信するため、出⼒側の
仕様だけではなく、モニター⼊⼒側も対応距離(信号強度)も考慮する必要があります

以下のようなことから以下の弊社では考えとなります

対応できる距離 : 各ハードウェアの仕様表をご確認ください
仕様表に記載がない場合 : PCベンダーなどで想定されている「2m」が基本的な
DVI/HDMIケーブルの標準的な最⼤距離として考えています。理由としてはモニタ
ーメーカー様が同梱しているケーブルのほとんどが2mであることから、最⼤解像
度での動作を確認しているケーブル⻑と解釈しています。
KEデバイスなどのLANケーブル敷設距離を利⽤して、DVI/HDMIケーブルは2m以
内での敷設を推奨します

 

HDMIケーブルについての注意  

弊社製品のHDMI出⼒で最⼤15mとなっている製品がありますが、これはいかなるモニター
に対しての保証する内容ではないことをご注意ください。

理由として弊社製品の信号出⼒が満たしていても、モニターから出⼒する信号の強
度が約2m程度(モニターに同梱されるケーブルまでの距離)しか想定されておら
ず、信号強度が不⾜するために表⽰ができないためです。

 

ノートPCなどの組み合わせについて  

ノートPCはワークステーションやサーバーと違い、省電⼒を優先した仕様となります。その
ため、モニターとの直結だけを想定した仕様によっていることがあり、周辺機器やブースタ
ーと組み合わせてもご利⽤いただけないケースがあります。

とくにイコライザーケーブルは映像ソースのコネクターからの電⼒を利⽤して変換
チップの駆動や、信号の強度を増幅します。ノートPCなど省電⼒を特⻑としたデ
バイスでは、これらの機器に対しての動作に必要な電⼒を供給できないケースがご
ざいます
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対応ビデオフォーマットについて  
KEデバイスは各型番によって対応解像度が異なりますので、「デフォルト」の対応解像度を
ご確認ください

対応していないビデオフォーマットを利⽤した場合は、変⾊や画⾯表⽰崩れの原因となりま
す。

インターレース信号の映像も⼀部解像度で表⽰されることを確認しています。しかし、マト
リクスモードではプレビュー画⾯の表⽰、⾼速切り替えやマルチスクリーンコントロール機
能などの利⽤にて制限が発⽣します。そのため、ソース機器から出⼒される映像信号をプロ
グレッシブ映像での出⼒を設定することを推奨します

100Hz以上のリフレッシュレートの映像信号

モニターによっては表⽰することはできますが、半分のリフレッシュレートで表⽰
されたり、異なる解像度で表⽰されたりします。この設定で使⽤した場合の不具合
はサポート外となります

記載のない解像度の信号を出⼒した場合、以下のような不具合が発⽣することを確認してい
ます

⾊表⽰が正しくない

崩れた映像が表⽰される

映像が表⽰されない

映像が表⽰できないケースによっては、モニターやKEデバイスを再起動
しない限り正常な表⽰に復旧できなくなることがあります
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KE6900R / KE6940R / KE6900AR / KE6940AR  

シングルリンクDVI対応となり、最⼤解像度/リフレッシュレートは1920x1200(Reduced 
Blanking) / 60Hzとなります。
VESA CVT/DMTに準拠しています。

 

KE6910R / KE6912R / KE6920R / KE6922R  

デュアルリンクDVI対応となり、最⼤解像度/リフレッシュレートは2560x1600/ 60Hzとなり
ます。

シングルリンクDVIケーブルや、HDMIケーブルを変換して利⽤した場合は、
1920x1200(RB)/60Hzまでの対応です

VESA CVT/DMTに準拠しています。

 

KE8950R / KE8952R  

最⼤解像度/リフレッシュレートは3840x2160 / 30Hz (RGB 8+8+8=24bitまたはYCbCr 4:4:4)
となります。
VESA CVT/DMT対応、CEA-861-Fに準拠します
HDRは⾮対応となります

 

KE9950R / KE9952R  

最⼤解像度/リフレッシュレートは3840x2160 / 30Hz (RGB 8+8+8=24bitまたはYCbCr 4:4:4)
となります。
VESA CVT/DMTに準拠します
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AVI information仕様  

HDMI出⼒を持つKE8950R / KE8952Rにて出⼒されるAVI Informationは以下の通りとなりま
す。

v1.7.161時点(2020年12⽉現在)の仕様となります

KE8950R固定 : ソース機器側の設定を無視します

Scan information : none

Bar information : Bar data not valid

Active format aspect : No active format Information

Active format aspect : same as picture aspect ratio

Picture aspect : 4:3

Colorimetry no data : no data

Non-uniform scaling : unknown

RGB Quantization Range : Default

Extended colorimetry : xvYCC601

IT content  :no video code Available

YCC Quantization Range : Limited Range

Repetition : No repetition

KE8950R固定 : ソース機器側の設定を変更した場合、画⾯表⽰
できなくなることを確認しています(Pixel sent 2 times他)

RGB or YCbCr : RGB

KE8950R固定 : ソース機器側の設定を無視します
出⼒はRGB24bitになり、YCbCr 4:4:4、YCbCr 4:2:2⼊⼒はRGB
へ強制的に変換します
YCbCr4:2:0⼊⼒は画⾯変⾊、表⽰崩れの原因となります
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EDIDモードの種類と仕組み、使い⽅  
EDIDとは  

EDIDとは、各モニター本体のメモリに保存されている対応解像度などが記載されているデー
タを意味します

以下のようにPCが起動するときに液晶モニターのメモリにあるEDIDを読んでから、映像信
号を出⼒します

EDIDはHDMIやDVI、VGAケーブルにあるDDCというデータ線を使ってPCがモニタ
ーにデータを読み取ります。タイミングは、PCの起動時や、PCにHDMIケーブル
を挿した時などです。
EDIDはWindows 7以降から標準的に採⽤された技術のため、Windows XP以前の
PC、2006年以前に製造されたDVI-D対応の書画カメラや液晶モニターなどでは、
解像度が選べない、画⾯が正しいアスペクト⽐で表⽰しない、画⾯が映らないなど
の問題が発⽣する原因となります

KEシリーズは、複数のモニターを使⽤することを考慮して「EDIDモード」機能を搭載して
います

 

EDIDモードについては、以下のような構成を元に説明します

下の構成では、モニターが複数存在しますが、PCは1台のモニターしか認識できません。

EDIDを考慮していない機器を使⽤すると、「A社にEDIDを基準にすると、Q社の型番Gでは
表⽰できない」という場合に表⽰できなくなるなどの問題が発⽣します。そこでEDIDモード
を利⽤して問題を解決する、というのが⽬的となります。

そのため下記のような構成ではなく、同じ型番のモニターを接続することを推奨し
ます

いずれかのモニターで「Out of range」などエラー表⽰がされて画⾯が
映らなくなる原因となります
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デフォルト(ATEN EDID)  
KEデバイスの初期設定です
「デフォルト」を選択すると、KEデバイスは起動時にモニターを認識するためEDIDを取得
しますが、そのEDIDは使⽤しません。
その代わり、KEデバイスに内蔵されているEDIDを、PCが起動し読み取りを開始した時に提
⽰します。
「デフォルト」はEDIDを制定したVESA規格+CEA規格をベースに作成しています。規格標準
のデータにある程度の幅を設けて、⼀般的な規格に対応しているモニターであれば表⽰でき
るような内容にしています。

注意点  

このモードを使⽤した場合はモニターによって、ぼやけた表⽰や⿊帯など、想定と異なる表
⽰されることがあります。理由は、モニターによっては特定のEDIDでのみパフォーマンスを
発揮するよう設計されている場合があるためです
KEデバイスは製品によって最⼤解像度が異なるため、モニターによっては画⾯表⽰ができな
くなります。下の例では、KE8950TのEDIDは最初に表⽰を試みる解像度が
4K30p(3840x2160@60Hz)のため、この設定だけではA社、Q社のモニター両⽅で画⾯表⽰が
できません。別のEDIDモードを選択する必要があります

 

「デフォルト」の対応解像度  

「推奨解像度: 優先度1」は最初に表⽰を試みる解像度となります。表⽰できない場合は「推
奨解像度: 優先度2」での表⽰を試みます。

「推奨解像度: 優先度2」でも表⽰できない場合は、製品ごとに挙動が異なりま
す。

多くの場合はpcならば「1024x768@60Hz」、映像機器ならば
「720p@60Hz」での表⽰を試みます。

EDIDモードを「⼿動」にすることでレシーバーに接続しているモニターのEDIDを取得し、
以下リストにない解像度を選択できることがあります。通常であれば、データ量が各製品の
ピクセルクロックのスペック値以内であれば表⽰は可能ですが、液晶モニターの仕様によっ
て表⽰できないケースがございますので、ご注意ください。
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解像度 リフレッシュレート 備考

720x400 70Hz  

640x480 60Hz  

640x480 67Hz  

640x480 72Hz  

640x480 75Hz  

800x600 56Hz  

800x600 60Hz  

800x600 72Hz  

800x600 75Hz  

1024x768 60Hz  

1024x768 70Hz  

1280x1024 60Hz 推奨解像度: 優先度1 / CVT / DMT

1280x1024 75Hz  

1280x800 60Hz DMT

1400x1050 60Hz DMT

1440x900 60Hz DMT

1400x1050 60Hz DMT

1600x1200 60Hz DMT

1920x1080 60Hz DMT準拠※

1920x1200 60Hz 推奨解像度: 優先度2 / CVT / DMT

KE6900 / KE6940 / KE6900A / KE6940A / KE6900AiT  

※ 1920x1080はVESA DMTによる算出値となります。HDMI機器でかつVESAに互換してい
ないソース機器を接続した場合は、表⽰可能な解像度として選択できないことがございま
す。
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KE8950 / KE8952  

af://n1100


解像度 リフレッシュレート 備考

640x480 60Hz  

640x480 67Hz  

640x480 72Hz  

640x480 75Hz  

720x480 60Hz  

720x400 70Hz  

800x600 56Hz  

800x600 60Hz  

800x600 72Hz  

800x600 75Hz  

1024x768 60Hz  

1024x768 70Hz  

1024x768 75Hz  

1280x720 50Hz  

1280x720 60Hz  

1280x800 60Hz DMT

1280x1024 60Hz DMT

1280x1024 75Hz  

1400x1050 60Hz DMT

1440x900 60Hz DMT

1600x1200 60Hz DMT

1680x1050 60Hz DMT

1920x1080 23.98 / 24Hz  

1920x1080 25Hz  

1920x1080 29.97 / 30Hz  

1920x1080 50Hz  

1920x1080 59.94 / 60Hz 推奨解像度: 優先度1 / CVT / DMT

1920x1200 60Hz DMT

2560x1440 29.97 / 30Hz  

2560x1440 59.94 / 60Hz  



解像度 リフレッシュレート 備考

2560x1600 29.97 / 30Hz  

2560x1600 59.94 / 60Hz  

3440x1440 29.97 / 30Hz  

3440x1440 50Hz 推奨解像度: 優先度2 / CVT

3840x2160 23.98 / 24Hz  

3840x2160 25Hz  

3840x2160 29.97 / 30Hz  

上記はすべてプログレッシブ映像での対応解像度となります。

インターレース映像に対応している解像度は、1080i@50、59.94、60Hzの1解像度、3種類
のみとなります。23.98、24、25、29.97、30Hzには⾮対応となります。

それ以外の解像度の480i、576i、720iもすべてのフレームレートで⾮対応となります。

エクステンダーモードにて、1080iの対応信号では問題なく利⽤できることを確認
していますが、マトリックスモードモードで使⽤する場合は、正しく映像が映らな
くなる原因となりますので、プログレッシブ映像へ変換してから接続してご利⽤く
ださい。

Windows PCは仕様上23.98、29.97、59.94Hzはそれぞれ24、30、60Hzと厳格に判定しない
ため、切り替え時に映像ソースのリフレッシュレートが混在している環境で、切り替え時に
瞬間的なノイズ表⽰などが⾛ることがございます。そのため、ビデオフォーマットは24、
30、60Hzに統⼀して利⽤することを推奨します。

 



解像度 リフレッシュレート 備考

640x480 60Hz  

640x480 67Hz  

640x480 72Hz  

640x480 75Hz  

720x400 70Hz  

800x600 56Hz  

800x600 60Hz  

800x600 72Hz  

800x600 75Hz  

1024x768 60Hz  

1024x768 70Hz  

1024x768 75Hz  

1280x800 60Hz DMT

1280x1024 60Hz DMT

1280x1024 75Hz  

1400x1050 60Hz DMT

1440x900 60Hz DMT

1600x1200 60Hz DMT

1680x1050 60Hz DMT

1920x1080 60Hz DMT

1920x1200 60Hz 推奨解像度: 優先度1 / DMT

2560x1600 60Hz 推奨解像度: 優先度2

KE6910 / KE6912 / KE6920 / KE6922  

ソース機器がHDMI-DVI変換アダプターを使⽤した場合は、最⼤解像度は1920x1200(RB)と
なります。1920x1200以上の解像度の映像データはデュアルリンクDVIによって転送する
(HDMI規格にはない映像信号データ線を利⽤して伝送するため)です。
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KE9950 / KE9952  

af://n1367


解像度 リフレッシュレート 備考

640x480 60Hz  

640x480 67Hz  

640x480 72Hz  

640x480 75Hz  

720x400 70Hz  

800x600 56Hz  

800x600 60Hz  

800x600 72Hz  

800x600 75Hz  

1024x768 60Hz  

1024x768 70Hz  

1024x768 75Hz  

1280x800 60Hz DMT

1280x1024 60Hz DMT

1400x1050 60Hz DMT

1440x900 60Hz DMT

1600x1200 60Hz DMT

1680x1050 60Hz DMT

1920x1080 60Hz 推奨解像度: 優先度1 / CVT / DMT

1920x1200 60Hz 推奨解像度: 優先度2 / CVT / DMT

2560x1600 23.98 / 24Hz  

2560x1600 25Hz  

2560x1600 29.97 / 30Hz  

2560x1600 59.94 / 60Hz  

3440x1440 23.98 / 24Hz  

3440x1440 25Hz  

3440x1440 29.97 / 30Hz  

3440x1440 50Hz  

3840x2160 23.98 / 24Hz  

3840x2160 25Hz  



解像度 リフレッシュレート 備考

3840x2160 29.97 / 30Hz  

DisplayPortはこれまでに、規格として周辺機器との接続を考慮されていないモニターやソ
ース機器の報告がございます。そのため直結では問題なく表⽰できても、KEデバイスを接続
した場合に画⾯が安定表⽰できないケースなどが報告されています。多くの場合は、以下の
⽅法で解決されているため、必要に応じてご参照ください

DisplayPort 1.4以降でかつ、VESA規格の認証テストに合格した2m以下のケーブル
を使⽤する。DisplayPortは⾮常に外部影響が受けやすく、DisplayPort 1.2以前の
ケーブルでは、品質によって画⾯が映らないという不具合の報告をいただいており
ます。
DisplayPortでの接続ではなく、VC895、VC896BなどDP-HDMI変換アダプターを
使⽤してKE8950などのHDMI対応のKEデバイスを使⽤する。DisplayPortの信号が
外的影響を受けやすいことから、HDMIなどの相対的に外部影響を受けにくい映像
信号に変換する⽅法で解決されたケースがございます。

 



⾃動(Auto)  
接続しているモニターのEDIDすべてを取得し、同時に表⽰できるEDIDを作成するモードで
す

下図のKE8950Tは起動したときに、A社モニターのEDIDと、KE8950Rに接続しているQ社モ
ニターのEDIDを取得します

この時、KE8950Tが起動する前にKE8950Rは必ず起動させてください。KE8950T
が起動した時、KE8950Rに接続しているQ社のモニターEDIDが取得できなくなる
ためです

2つのEDIDを取得すると、KE8950Tは2つのデータを加⼯し、⽣成したEDIDをKE8950Tの内
部メモリに保存します

PCが起動し、KE8950TにEDIDの読み取る時に加⼯処理したデータを読み取ります

この時、「デフォルト」とは異なり対応最⼤解像度が1920x1080とデータ取得後の処理で判
明しているので、PCは4k30pではなく1920x1080での表⽰を試みます

 

注意点  

⾃動モードでは、KE8950T、KE8950R両⽅がリアルタイムで、液晶モニターの接続をチェッ
クしています

もしKE8950Tに接続しているA社のモニターのHDMIケーブルを外した時には、KE8950Tは現
在接続しているモニターのEDIDを取得しなおして、EDIDを再取得、計算します

EDIDの読み直しを発⽣するため、PC側でモニターの再認識が発⽣します
マトリックスモードにて複数種類のモニターを接続している環境では、切り替え時にEDIDの
再読み込むので異なるモニターを使⽤しても表⽰を最適化できる便利な機能となります。

切り替えるごとにモニターが瞬間的に再認識に伴う⿊画⾯を表⽰されますので、監視⽤途な
ど常時映像を確認する⽤途の場合はご注意ください
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リミックス  
「⾃動」に近いモードです

「⾃動」と同じで接続しているモニターからEDIDを取得するため、1920x1080での表⽰を
試みます

「⾃動」との違いは、KEデバイスが起動した時にだけEDIDの読み込み、モニターのケーブ
ルを外してもKEデバイスが再読み込みをしません。

マトリクスモードで使⽤すると、レシーバーの接続/切断によってもEDIDの再認識
は⾏われない利点があります

 

注意点  

本体再起動または、EDIDモードを変更するまでは、液晶モニターのEDIDの再取得は⾏いま
せん
たとえば、Q社のモニターが故障して、D社のモニター交換した場合、A社とD社のモニター
に互換性がない場合はKEデバイスの再起動か、EDIDモードを変更してEDIDを再度読み込む
復旧策が必要となります。

 

af://n1540
af://n1553


⼿動  
ユーザーが使⽤しているレシーバーに接続している液晶モニターのEDIDを⼿動で再読み込み
をさせる⽅法です
起動時には⾃動でEDIDの取得は⾏わず、メニュー画⾯のボタン操作が必要となります
他のEDIDモードでは画⾯の表⽰のにじみ、表⽰できないなどの不具合があった場合に回避す
る⼿段として利⽤できます

設定⽅法

メニュー画⾯でトランスミッターの設定画⾯に進みます

トランスミッターへの画⾯に進むため、パスワードを「password」と⼊
⼒してください

「EDIDモード」を「⼿動」と選択し、保存ボタンを押します。

保存後、「EDID」というボタンが新しく表⽰されるため、読み直しをし
たい場合はこのボタンを押してください。ボタンを押すと即場にトラン
スミッターはレシーバーに接続されている液晶モニターEDIDを取得して
内蔵メモリにコピーします。その後、トランスミッターとPCの映像ケー
ブルの再読み込みを試みます。

約3~5秒程度の読み直し処理が発⽣します
サーバーなど、起動時にのみEDIDを再読み込みするものはこの
時、解像度情報は更新されません。サーバーを再起動すること
で取得しなおせます

レシーバーから読み直す場合は、メニュー画⾯を開きます
トランスミッターのプロパティ画⾯から、「EDID」ボタンを押してか
ら、保存ボタンを押します。
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トランスミッターを再起動した場合にも取得したEDIDは保持されます
IntelHDGraphicsコントロールパネルや、NVIDIAコントロールパネルな
どでディスプレイ名がレシーバーに接続した型番と同じかを確認してく
ださい

 

注意点  

⼿動モードでは、上図のように、Q社のEDIDをKE8950Tの内部メモリにコピーしてPCに読
み込みをさせるため、PCはQ社モニターにとって最適な映像信号を出⼒できます。しかしA
社のEDIDと互換性がない場合は、A社のモニターでは画⾯が表⽰できなくなります。A社の
モニターを表⽰させるには、EDIDモードを他のEDIDモードに変更し、EDIDを再度読み込む
必要があります。
既知の問題としてEIZO製のモニターでは、⼿動モードでの利⽤が必須となるケースを確認し
ています。理由として、モニターがPC直結時の画⾯⾮表⽰の時間を短縮させるためにPCと
の通信をより⾼速化する機能が内蔵されていることから、他EDIDモードで利⽤した場合に、
画⾯が表⽰できない不具合を確認しています。
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バーチャルメディアの通信について  
レシーバーにUSBメモリを接続した場合、デバイスが認識されるまでに約5秒程度かかるこ
とがございます。レシーバーがUSBデバイスを認識し、デバイスに合わせた通信するための
処理時間となり、正しい挙動となります。

ネットワークのパフォーマンスによって認識時間は依存し、認識するまでにさらに
時間が掛かることもございます。
PCにDisplayPortからの変換コンバーターを使⽤している場合、製品によっては表
⽰までに時間の掛かることがございます

バーチャルメディアモードを使⽤している場合、映像のストリーミングのデータを制限させ
て、USB機器の通信を優先させます。そのため、データ通信が多い/接続している機器が多い
ほど、映像のコマ落ちや遅延といった現象が発⽣しますが仕様上、正しい挙動となります。

 

 

シリアルデバイスの使い⽅  
PCのcomポートのようにレシーバーとシリアル機器(バーコードリーダーやネットワークス
イッチのコンソールポートなど)を接続して利⽤する場合は以下の⽅法となります

PCにCOMポートがない場合、弊社製USB/シリアルコンバーター「UC232A」を利
⽤することもご検討ください

PCとトランスミッターは、ストレート配線の「オス-メス」のシリアルケーブルで
接続します

トランスミッター側はフロントパネルにある9ピンメスコネクターへ接続
します

(必要に応じて)トランスミッター背⾯にあるシリアル9ピン(オス)へシリアル機器を
接続します

レシーバーの背⾯にある、シリアル9ピン(オス)にシリアル機器を接続します

メニュー画⾯でBaud Rateを設定します

ボーレートはトランスミッターとレシーバー両⽅で⾏ってください。設
定値が⼀致していない場合、データ送信が送られません

KEデバイスはシリアル通信のTx/Rx/GND/CTS/RTS/DTR/DSR信号(UART+ハードフロー制御)
に対応しています

上図の構成は、次のようにデータ通信します

PCからデータを送信した場合 : トランスミッター、レシーバー両⽅にデータが送
信されます

トランスミッターからデータを送信した場合 : PCだけにデータが送信さ
れます

レシーバーからデータを送信した場合 : PCだけにデータが送信されます
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トランスミッターとレシーバーそれぞれの背⾯ポートだけでの通信には
対応していません

 

トランスミッターをシリアルポートから設定する  
誤ってIPアドレスを設定した場合でかつ、本体設定の初期化を避けたい場合は、以下の⽅法
にてコンソールからのアクセスをお試しください

トランスミッターの電源がオフになっていることを確認してください
TeratermなどがインストールされたPCのcomポートとトランスミッターの背⾯に
ある(AUX)を「メス - メス」のシリアルクロスケーブルでつないでください
トランスミッターの背⾯スイッチにて「RS-232 config」に合わせてください

トランスミッターの電源を⼊れてください

初期設定のままであれば以下の設定でTeraTermからアクセスできます

bps9600 / データ8ビット / パリティ無 / ストップビット 1 /フロー制御 
無

アクセス時、そのまま[enter]キーを⼊⼒するとCLIモード(制御モード)になります

[T]キーを⼊⼒すると本体メニューに勧めます

パスワードを求められますがトランスミッターのパスワード(出荷設定 : password)
を⼊⼒してください
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設定が終わったら、電源をオフにしてください
トランスミッターに接続しているシリアルケーブルを外してください
本体背⾯のスイッチを「LOCAL」に合わせてください
トランスミッターの電源を⼊れてください
設定は完了です

 

備考  

トランスミッターの背⾯スイッチにて「RS-232 config」は電源のONのままでそのままモー
ドを切り替えてお使いいただけます。しかし、トランスミッターを起動したままシリアルケ
ーブルを接続すると、環境などによってノイズデータの混⼊がこざいます。
ゴミデータによって正しい設定ができなくなるのを防ぐため、シリアルケーブルを接続して
いない場合は⼀度、トランスミッターの電源を落としてからケーブルを接続して、設定して
ください
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パスワードの設定⽅法と注意点  
パスワードは⾃由に設定できますが、誤って間違ったパスワードを設定した/パスワードを
忘れた場合はユーザーにてパスワードを初期化する⽅法はございません。この場合は弊社修
理センターにお送りいただき、設定を初期化する必要がございます。

 

IPアドレスの変更⽅法  
⼯場出荷設定の状態であれば、メニュー画⾯のトランスミッターとレシーバーそれぞれのプ
ロパティから変更してください。
変更順番として「1. トランスミッター 2.レシーバー」の順で設定することを推奨します
IPアドレスを誤った数値にて設定した場合は、本体背⾯のリセットスイッチを3秒以上押し
続けることで本体設定を⼯場出荷設定に戻してから再度設定してください。この初期化では
本体ファームウェア更新と本体のパスワード設定は初期化されません。

 

操作権限について  
KEデバイスはこれまでのATEN製KVMの仕様を踏襲した以下のような仕組みで動作します。

操作画⾯については同時に表⽰し、操作権限だけトランスミッターとレシーバーにて取り合
う形式となります

「両⽅で画⾯表⽰されるが、⽚⽅だけが操作できる」仕組みを弊社製品では「占
有」という⾔葉を使⽤します
操作権限はトランスミッター側に優先されており、トランスミッターの背⾯のスイ
ッチを「Local」にすることで、レシーバーの操作権限を強制的にはく奪できま
す。機器のメンテナンスなどでリモートユーザーに操作されたくない場合などにご
利⽤ください

 

背⾯スイッチの出荷設定と操作権限  

以下の組み合わせが出荷設定です。

トランスミッターは「AUTO」の位置が初期設定ならびに標準モードです
トランスミッターの設定をRS232で設定する場合は「RS-232 CONFIG」に合わせ
てください
レシーバーに操作させたくない場合は「LOCAL」に合わせてください

レシーバーは「EXTENSION」の位置が初期設定ならびに標準モードです
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レシーバーの設定をRS232で設定する場合は「RS-232 CONFIG」に合わせてくだ
さい

出荷設定では、以下のような仕組みとなります

トランスミッターとレシーバーは同時に画⾯表⽰ができますが、操作権限は早い者
勝ちで⽚⽅のユーザーのみが操作できます。先に操作した⽅が操作権限を取得し、
キーボードとマウスからの⼊⼒信号を検出しなくなると権限を開放します。そし
て、またどちらかが操作開始すると権限を付与して、操作が終わるまではもう⽚⽅
のユーザーは操作できません。

この操作権限の設定は、これか次のローカルユーザーだけ操作権限を与
える設定となります
⼊⼒信号から権限解放するまでの時間は設定できません

 

トランスミッターだけ操作する権限を付与する  

トランスミッターの背⾯スイッチにて「Local」と設定すると、以下のような使い⽅ができ
ます。背⾯スイッチはトランスミッターの電源がONのまま変更するとリアルタイムでその
モードに変えられます

トランスミッター : 操作と表⽰ができる
レシーバー : 画⾯表⽰だけ。操作はできない

 

備考・レシーバーだけに操作する権限を付与する⽅法について  

本体スイッチによる設定⽅法は無しとなります。

この場合は、トランスミッターにはキーボード/マウスは接続せず、レシーバーだけで利⽤
する⽅法のみとなります。

この構成にした場合、KEデバイスをつなぐネットワーク障害が発⽣した場合に、
トランスミッターに接続しているPC/サーバーの操作が不能になるというリスクが
発⽣します。緊急時に備えてキーボード/マウスを⽤意するなど準備されることを
推奨します。
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セットアップのダイジェスト  
1. (必要に応じて)ネットワークスイッチを設定する
2. KEデバイスとケーブルを接続する
3. 所定の順番で機器の電源を⼊れる
4. (必要に応じて)ファームウェアを最新バージョンへアップグレードする
5. KEデバイスを設定する

 

ネットワークスイッチの設定について  
ネットワークスイッチの設計や設定⽅法については別冊⼦「KEシリーズネットワーク設計構
築ガイド」をご参照ください。
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ケーブルを各デバイスに繋ぐ  
KEデバイスに接続する機器すべての電源がオフになっていることをご確認ください。

以下の図は別途pngファイルにて同梱していますので、必要に応じて合わせてご参照くださ
い。

エクステンダーモードで利⽤する場合は、フルマネージドのL2スイッチを使⽤せず、ストレ
ート配線のLANケーブルで直結して利⽤できます

トランスミッター側に液晶モニター、キーボードマウスを接続せずにご利⽤いただけます。

シリアル機器を接続する場合、ケーブルは別途ご⽤意ください

トランスミッター/レシーバーの背⾯にあるシリアルポートはPCのCOMポートに⾒
⽴てるとケーブルの選定がしやすくなります。

トランスミッター、レシーバーの背⾯にあるモニター、キーボード、マウスにビデオエクス
テンダーやUSBエクステンダーを使⽤せず、LANケーブルによる敷設距離を伸ばして直結で
ご利⽤ください。

トランスミッターに同梱しているKVMケーブルが断線してしまった場合、市販の映像ケーブ
ルやUSBケーブルでも臨時対応としてご利⽤いただけます

ただし、DisplayPortケーブルは⾮常に外的ノイズに弱いことからできる限り短い
ケーブルで接続することを推奨します

KE6900T/KE6900ATでアナログVGAの映像信号を使⽤する場合は、別途「DVI-A - VGAオス 
ケーブル」または変換アダプターをご⽤意の上、接続してください。

レシーバーにCL3800NWなど弊社製コンソールドロワーを接続する場合は、レシーバーのキ
ーボード専⽤ポートにUSBケーブルを接続してご利⽤ください

デバイスを接続した後に、アース線(別売)を⽤意して、KEデバイスなどを接地してくださ
い。
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電源の投⼊順番  
電源投⼊の順番として、映像機器のEDID取得のために以下の通りに⾏ってください。

⼀括で電源を⼊れた場合、EDIDを取得できないために解像度設定ができない、画
⾯表⽰ができないなどの原因となります

 

1. L2スイッチ(トランスミッターとレシーバー間で接続している場合)
2. 液晶モニター(レシーバー/トランスミッターに接続しているものすべて)
3. レシーバーに接続しているUSBデバイス(外部電源/セルフパワー型USBハブを使⽤している
場合)

4. KEデバイス(レシーバー)
5. KEデバイス(トランスミッター)
6. PC/サーバー
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ファームウェアグレード⽅法  
本体バージョン確認⽅法  

レシーバーから[Scroll Lock]キーを2回押してメニュー画⾯を呼び出してください

この画⾯でレシーバーの現在のファームウェアバージョンが確認できます。下図では
「v1.7.161」がレシーバーのバージョンです

この画⾯は、左ペインの「情報」をクリックすると表⽰されます

トランスミッターのバージョンを確認するには、左のペインにて「トランスミッター」を選
択し左下のパスワードを⼊⼒してください
⼯場出荷設定では「password」となります
上のタブにて「システム」をクリックすると「FWバージョン」に記載されている数値がト
ランスミッターのバージョンとなります

公式ファームウェアのバージョン確認とダウンロード⽅法 
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ATENの公式ページへアクセスします
画⾯右上にある⾍眼鏡のアイコンをクリックすると、左上にあるATENのロゴ部分が検索フ
ォームに代わって表⽰されます

ここに「KE8950」と⼊⼒すれば候補として製品型番が表⽰されます。今回は表⽰された変
換候補から「KE8950T」をクリックします

クリックすると製品ページが表⽰されます。今回はKE8950Tのページを表⽰します
ページ内にある「サポートとダウンロード」をクリックしてください

https://www.aten.com/jp/ja/
https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/KE8950T


サポートとダウンロードには製品のpdfマニュアルやファームウェア、ユーティリティソフ
トが無償で公開されています。2020年11⽉時点では最新バージョンとなるv1.7.161のファ
イル名をクリックしてダウンロードします。





アップグレード⽅法  
ストレート配線のLANケーブルをご⽤意の上、以下の図のようにPCとKEデバイスを直結して
ください

トランスミッター・レシーバーどちらも同じ⼿順で実施してください
PCとKEデバイス間にネットワークスイッチを介在させてもアップグレードは可能
です。その場合、他の機器による操作は⽌めてアップグレードを実施してくださ
い。

たとえば、KEデバイスのIPアドレスが「192.168.0.60 / 255.255.255.0」であれば、アップ
グレードプログラムを実⾏するPCのIPアドレスを「192.168.0.100 / 255.255.255.0」など、
重複しないIPアドレスに設定してください。

下図は、KE6900⽤のバージョンv2.1.205となりますが、各型番やバージョンによってプロ
グラム名は異なります

ダウンロードしたファイルを解凍し、拡張⼦exe形式のプログラムを管理者権限で起動して
ください

「Next」をクリックします

「I Agree」を選択し、「Next」をクリックします
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ネットワーク設定が正しいと、ここでプログラムは同じネットワークにあるKEデバイスを検
索します。
複数のKEデバイスが検出された場合は、1つ選択してアップグレードします。

もし、実⾏したプログラムよりと同じ、または新しいバージョンのファームウェアがKEデバ
イスにある場合は、上書きするか確認のメッセージが表⽰されます。バージョン確認のみで
あれば「いいえ」をクリックして終了させてください。
強制的に上書きする場合は「はい」をクリックしてください



アップグレードのプログラムが実⾏されます。この時、PCやKE機器の電源を落とさないよ
うにしてください。
誤って電源を落とした場合は、データを破損させるおそれがあります。

アップグレードのデータ書き込みが終わると、機器は⾃動的に再起動します。

「Finish」クリックしてプログラムを終了させたら、アップグレードは完了です。

ファームウェア書き込みが失敗したら、再度書き込みができるかお試しください。

弊社製品は予告なく仕様変更が発⽣することで、過去バージョンへの強制的なダウ
ングレードはできなくなることがございます。この事象に対して保証は⾏いませ
ん。
購⼊された時から3年間を超える期間の以降に公開されたファームウェアのバージ
ョンへのアップグレードもできなくなることがございます。この事象に対しては、
新規にデバイスのご購⼊の検討をいただきますようお願い申し上げます。



 



リカバリー⽅法  
アップグレードした後に動作が不安定、特定の操作でフリーズする、という不具合があった
場合は本体のリカバリーで復旧できるかお試しください。
同様に新バージョンへのアップグレード中に失敗した場合も同様に復旧ができるかお試しく
ださい

 

不具合が発⽣しているKEデバイスの電源を落とし、LANケーブルだけをPCと接続してくださ
い

リカバリー時でもネットワークスイッチを介在させての復旧は可能ですが、他の機
器による操作にて発⽣する更なる不具合を防ぐため、直結での実施を推奨します。

ゼムクリップなどで本体背⾯にあるリセットボタンを押したまま電源を⼊れて、起動するま
で約5秒程度押し続けたままにしてください。

5秒後、リセットボタンから⼿を放し1分程度お待ちください

起動後、再度アップグレード⽅法に沿ってアップグレードプログラムを実⾏してください

アップグレードが成功した場合は作業完了です

もし、リカバリーでも復旧ができない場合は本体故障のおそれがございます
お⼿数ではございますが弊社修理サービスのご利⽤をご検討ください
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デバイスの各設定  
トランスミッターとレシーバー両⽅のアップグレードを完了したら、本体を設定します。

 

メニュー設定  
メニュー画⾯はレシーバーから呼び出して設定します

呼び出す場合は、レシーバーの専⽤ポートに接続したキーボードの「[Scroll Lock]を2回」ま
たは「[Ctrl]を2回」押すと表⽰されます。

設定を終了させる場合は[esc]キーを押してください

トランスミッターもレシーバーからネットワーク越しに接続し、設定する仕組みとなってい
ます

トランスミッターがLANで接続されていない場合、メニュー画⾯からpasswordを
⼊⼒しても設定画⾯へ進めません
トランスミッターでメニュー画⾯の機能は搭載されていません

レシーバー  

メニュー画⾯に関しての設定を「ユーザー設定(user preference)」で設定します

OSD⾔語 : メニュー画⾯の⾔語を設定します
OSDホットキー : メニュー呼び出しのキーボード⼊⼒を設定します
ログアウトタイムアウト : 操作せずに設定した時間を超過するとログイン画⾯へ戻
ります。この機能はマトリックスモード専⽤です
スクリーンブランカー :  操作せずに設定した時間を超過するとスクリーンセーバ
ー機能(⿊画⾯)にします
ID表⽰時間 : 本体デバイス名などを表⽰させる秒数を設定します

設定が終わったら「保存」ボタンを押します

トランスミッターとの通信する時のレシーバーの設定は左ペインの「レシーバー」をクリッ
クして、パスワードを⼊⼒し「設定」ボタンを押します
⼯場出荷設定では「password」となります
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ネットワークタブ  

「IPinstaller」の項⽬は、弊社製ユーティリティソフト「IPinstaller」を使⽤してリモートか
らIPアドレスの変換を許可させるかの設定となります。
IPアドレスを変更し、保存ボタンを押すとIPアドレスを変更するために本体再起動をします

 

プロパティタブ  

レシーバーにUSBメモリなどを接続するデバイスに合わせて「USBモード」を設定してくだ
さい
設定が終了したら画⾯右下の「保存」ボタンを押してください
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システムタブ  

KEデバイスの本体を再起動させられます。

また緊急時、本体を⼯場出荷設定へ戻す場合は「⼯場出荷時のデフォルトにリセット」にチ
ェックを⼊れて、「再起動」ボタンを押してください

この時、IPアドレスならびに「プロパティ」タブで設定された項⽬が初期化されま
す。
アップグレードされたファームウェアのバージョンと、⼿動で設定されたパスワー
ドはそのままとなります

 

トランスミッター  

トランスミッターの設定は左ペインの「レシーバー」をクリックして、パスワードを⼊⼒し
「設定」ボタンを押します
⼯場出荷設定では「password」となります

 

ネットワークタブ  

「IPinstaller」の項⽬は、弊社製ユーティリティソフト「IPinstaller」を使⽤してリモートか
らIPアドレスの変換を許可させるかの設定となります。
IPアドレスを変更し、保存ボタンを押すとIPアドレスを変更するために本体を再起動します
レシーバーとは異なり、トランスミッターのIPアドレスを変更したら、レシーバーの接続先
の設定を変更するまで接続できなくなるためご注意ください

af://n2052
af://n2065
af://n2072


 

プロパティタブ  

PC、そしてレシーバーと設定します

トランスミッターとPCを接続する設定(RS232設定/OS⾔語/EDIDモード)
レシーバーとの接続設定(メディアを有効にする/トランスミッタービデオ設定)

 

EDIDの設定  

構成によってEDIDモードは最適な設定が異なります。詳細は「EDIDモードの種類と仕組
み、使い⽅」をご参照ください

 

ターゲットのOS/⾔語設定  

トランスミッターにwindows PCやサーバーを接続している場合「OS⾔語」は⽇本語、ポー
トOSは「Win」などのように⾔語とOSに合わせて設定してください
サポート対象のLinux OSの英語版を使⽤する場合で、サーバーが104キーボードのみ対応す
る場合はポートOSを「その他」に設定することで解決できるケースがあります

 

画質設定  

トランスミッタービデオ設定は画質を落とすことでネットワークパケットのデータ量を削減
します。しかし、画質やコマ落ち、追従性の低下につながりますのでご注意ください
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システムタブ  

トランスミッターの本体再起動、ファームウェアのバージョン確認、設定初期化が可能で
す。
初期化した場合IPアドレスならびに「プロパティ」タブで設定された項⽬が初期化されま
す。
アップグレードされたファームウェアのバージョンと、⼿動で設定されたパスワードはその
ままとなります

 

おわりに  
以上で動作を確認し、電源をON/OFFとしても利⽤ができることを確認してください。
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FAQ  
レシーバー本体のフロントパネルのボタンについて  

各ボタンは以下のような機能となります。

Graphics (Motion JPEG圧縮 : 初期設定) / 静⽌画で精細な内容を確認したい時に最
適な設定です。静⽌画の映像が多い場合はこちらを押してご利⽤ください。

OSD / 本体メニュー呼び出しボタン

Video (Motion wavelet圧縮) / 動きのある映像に対しての描画エンジンを最適化す
る設定です。静⽌画表⽰をあまり使⽤せず動きが多い映像を表⽰される機会が多い
場合はこちらをご利⽤ください。

GraphicとVideoの設定はCCKMからの⼀括での変更はできない内容とな
ります。

 

メニュー画⾯でキーボード/マウスが動かない  
レシーバーに接続しているキーボードまたはマウスが、背⾯のアイコンが掛かれている専⽤
USBポートにそれぞれ正しく接続されているかご確認ください。フロントパネルや別のポー
トに接続した場合、メニュー画⾯では利⽤できません
トランスミッターにはメニュー画⾯の機能はなく、レシーバーのみに搭載されています

 

タッチパッド付のキーボードで利⽤できない  
CL3800NXなど弊社製ドロワーの動作互換はございますが、他社製のものについては、すべ
ての互換性を保証するものではございません。

 

HDR対応しているか  
2020年12⽉現在、KEシリーズすべて⾮対応となります

 

Danteと同じネットワークに混在させるのは可能か  
⾮推奨です。それぞれ独⽴したネットワークを構築されることを推奨します

 

 

本体リセットボタン押下時の動作  
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本体背⾯のリセットボタンを押す時間によって、挙動の違いがあります
トランスミッターとレシーバーは同じ位置にリセットボタンがあり、以下の共通の挙動とな
ります。

3秒未満 : 消去内容は無し、本体再起動のみ(ソフトウェアリセット)

3秒以上 : デバイス名、IPアドレス、各メニュー内の設定可能な項⽬

3秒以上のリセットボタン⻑押しでも初期化されない : ファームウェアバージョン

 

 

CCKMを使⽤せずに⾃分でマトリクス接続は利⽤可能か  
ケーブルパッチパネルなどにてLANケーブルを⼿動で切り替えて接続する⽅法は理論的には
可能ですが、その⽅法で利⽤した時に発⽣する不具合はサポート外となります。

 

ファームウェアの違うバージョンが混在したKEデバイス
は利⽤できるか

 

違うバージョンでの動作を想定して設計されていないため、トランスミッターとレシーバー
は同じ最新バージョンに統⼀してご利⽤ください

 

本体設定のバックアップを取得する⽅法はあるか  
設定した本体設定をバックアップする⼿段は無し、となります。

 

EIZO製モニターの画⾯が映らない  
EDIDモードを「⼿動」にして表⽰できるかお試しください

 

DDC/CIを使うキャリブレーションソフトは使⽤できるか  
KEデバイスを経由しての、DDC/Ciによるモニター制御は⾮対応となります

 

CentOS 7で画⾯が表⽰できなくなる  
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サーバー側の解像度を取得したEDIDを無視し、テキストモードの80x25(640x200)の解像度
で出⼒した場合、モニターによって⾮対応の解像度となることから、映像が⼀時的に正しく
表⽰できなくなる不具合を確認しております。この不具合に対して弊社製品ではなく
grub.confのVGA設定を変更し、任意の解像度へ変更することで回避できることを確認して
います。詳細の設定⽅法はCentOSコミュニティまたはネットにて検索しご確認ください。

 

PoEで給電が出来ない  
ACアダプターで給電して本体が給電して起動できるかご確認ください

他の同型モデルがある場合、接続してみてネットワークスイッチやLANケーブルに給電能⼒
が喪失/機器の故障がないかご確認ください

以下の条件に当てはまる場合は機器のPoE機能だけが故障している可能性が⾼いため、弊社
技術サポートサイト「eSupport」までご⽤命ください

ACアダプターで起動した場合は問題なく起動し、通信も可能である
ネットワークスイッチでPoE給電(Class4以上での給電が必須となります)で、他の
PoEのClass4を必須とするデバイスに給電ができるポートに接続したがKEデバイス
だけに給電できない

 

キーボードやマウスを接続しなくても利⽤できるか  
映像の伝送だけの⽤途としてHDMI/DVI/DisplayPortのみをターゲットに接続した状態でも
ご利⽤いただけます
ただし、KEデバイスの本体設定はキーボードとマウスが必須となるためメンテナンスのため
準備されることを推奨します

 

なぜキーボードとマウスを専⽤のポートに接続する必要が
あるのか

 

以下の機能を実装するための機能となります

レシーバー側で、メニュー画⾯の呼び出しや操作など独⾃通信で使⽤するため

トランスミッターとレシーバーでの同時操作による誤動作、それによる事故を防ぐ⽬的の操
作権限の機能を実装するため

シームレスな操作感覚を⽬的で、キーボードやマウスの⼊⼒信号をパススルーではなく変換
する必要があるため

この機能はUSB規格の準拠外であるため、準拠品を意味するUSBのロゴマークでは
なく、専⽤ポートを意味するアイコンを印刷しています。

 

なぜ機器によってモニターが映らなくなる相性問題がある
のか

 

仕様上、PCとモニター間の信号はスルー(無変換)のままでは送信されない仕様になっている
ため、となります

相性が発⽣するポイントは⼤きく分けて2つとなります

af://n2216
af://n2230
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1. PCとトランスミッターの間での通信

PCの信号出⼒仕様が古く、現在のDVI/HDMIでのデファクトスタンダー
ドと異なる
特殊な通信を必要とする(DDC/CIを使ったキャリブレーションなど)

2. レシーバーと液晶モニター間での通信

モニターがPCと直結前提で設計されているため
HDCPチップの問題(認証のタイミングが合わない)
特定のEDIDをモニターが必須とするため

 

モザイク状のノイズが⼀定時間表⽰する  
画質設定を下げた場合、映像圧縮にともなうブロックノイズが⼀定時間表⽰されます
ブロックノイズを緩和させたい場合は、画質を上げる他、トランスミッターのプロパティ設
定で「バックグラウンド更新」を「xxフレームごと」の数値でxxの数値が少ない設定に選択
してください。

 

操作権限が解除されない  
KEデバイスに接続しているマウスやキーボードを外して権限が解除されるかご確認くださ
い。解除される場合はマウスの場合はセンサー部分の汚れや、キーボードは経年劣化による
チャタリングが発⽣していないかご確認ください
トランスミッターの場合は背⾯のスイッチが「Local」の場合、「Auto」の位置に合わせて
ください
KEデバイスがアース接続を正しくしているかご確認ください。アース接続が正しくされてい
ない場合、⻑時間稼働による静電気の滞留で誤作動するおそれがあります。

af://n2274
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